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特別支援教育 

 

肢体不自由のある生徒の主体的な学びを引き出す授業づくり 

― 考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導の工夫を通して ― 

 

広島県立広島特別支援学校 髙牟禮 龍 

 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等に

ついて（答申）」（平成28年）では，「学ぶことと

自分の人生や社会とのつながりを実感しながら，自

らの能力を引き出し，学習したことを活用して，生

活や社会の中で出会う課題の解決に主体的に生かし

ていくという面から見た学力には，課題があること

が分かる。」1）と示されている。 

また，特別支援学校学習指導要領解説各教科等編

（小学部・中学部）（平成30年，以下「解説各教科

等編」とする。）では，「肢体不自由のある児童生

徒は，身体の動きに困難があることから，様々なこ

とを体験する機会が不足したまま，言葉や知識を習

得していることが少なくない。」「知識や言語概念

等の不確かさは，各教科の学びを深める活動全般に

影響する」などと示されている。これらの理由から，

「従前の『考えたことや感じたことを表現する力の

育成に努めること。』と示していた規定を，『児童

の障害の状態や発達の段階に応じた思考力，判断力，

表現力等の育成に努めること。』に改め，思考力等

の育成の充実をより一層求めることにした。」2）と

示されている。 

所属校生徒（中学部の準ずる教育課程に在籍する 

３名）は，脳性まひや脳外傷による体幹機能障害を 

有している。社会科の授業では，発語の不明瞭さや 

活動経験の少なさがあり，グループでの話合い活動

で消極的な場面が見られる。また，指導者は，教科

指導の際，生徒が知識及び技能の習得に時間を要す

るため，生徒の主体的な活動を引き出せておらず， 

生徒にとっては受動的な教科指導となっている。 

 これらのことから，肢体不自由のある生徒の主体

的な学びを引き出す工夫が必要であると考え，本研

究主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

  

１ 主体的な学び 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成 

29年）では，「『主体的・対話的で深い学び』の実

現に向けた授業改善」について示されている。広島

県教育委員会（平成26年）は，これに先駆け「広島

版『学びの変革』アクション・プラン」を策定し，

変化の激しい今後の社会を担う児童生徒に必要な資

質・能力を身に付けさせるためには，これまでの知

識ベースの学びに加え，これからの社会を生き抜く

ために必要な資質・能力の育成を目指した「主体的

な学び」の創造を目指す必要があるとしている。 

研究の要約 

本研究は，肢体不自由のある生徒の主体的な学びを引き出すことを目的としている。所属校生徒は，

脳性まひや脳外傷による体幹機能障害を有している。授業では，発語の不明瞭さや活動経験の少なさが

あり，グループでの話合い活動で消極的な場面が見られるなど，受動的になっている。文献研究から，

肢体不自由のある生徒には，「動作」「感覚や認知」「経験や体験」に応じた指導・支援が必要である

ことが分かった。また，肢体不自由のある生徒の主体的な学びを引き出すためには，障害特性を踏まえ

ること，単元の展開の構造化を図ること，予想場面等を取り入れた話合い活動を設定すること，自分の

考えを表現させ，伝え合わせ，発展させるといった考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導を実施

することが大切であると考え，授業を実施した。その結果，肢体不自由のある生徒が，話合い活動を通

じて自分の考えを表現し，お互いの考えを伝え合い，考えを発展させることができた。このことから，

考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導の工夫を行うことは，肢体不自由のある生徒の主体的な学

びを引き出すことにおいて，有効であることが分かった。 
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広島県教育資料（平成31年，以下「教育資料」と

する。）では，「『主体的な学び』とは，学習者基

点の能動的な深い学びである。」3）と示されている。 

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会編

（平成30年，以下「解説社会編」とする。）では，

主体的な学びの実現に向けて，「主体的な学びにつ

いては，児童生徒が学習課題を把握しその解決への

見通しを持つことが必要である。そのためには，単

元等を通した学習過程の中で動機付けや方向付けを

重視するとともに，学習内容・活動に応じた振り返

りの場面を設定し，児童生徒の表現を促すようにす

ることなどが重要である。」4）と示されている。 

山口修二（平成25年）は「主体的に課題を追究さ

せる社会科学習指導の在り方」において，「課題意

識をもたせ，課題追究の意欲を高めたり，自ら『気

付いた』という成就感を味わわせたりすることに

よって，生徒に主体的に課題を追究させる意欲を向

上させることができた。」5）と述べている。 

これらのことから，主体的な学びを引き出す授業

づくりにおいて，生徒が課題を把握し解決への見通

しをもつことが重要であると考える。また，自ら課

題に気付くことで，主体的に課題追究することがで

きると考える。 

 

２ 肢体不自由のある生徒の学習上の困難さ及び

指導・支援 

 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（平成 

24年，以下「特総研」とする。）は，「肢体不自由

のある児童生徒の医学的起因は様々であるが，多く

の場合は脳性まひをはじめとする脳性疾患によるも

のである。脳性まひは，脳の病変の部位や広がりに

よって，運動障害のほか，情報処理能力や視知覚・

視覚認知能力（目と手の協応動作の困難，図と地の

弁別の困難，空間認知の困難等）等に影響を与える

場合があり，学習する上での様々な困難が生じる場

合がある。」6）と示している。 

また，山根亨一（平成30年）は，「肢体不自由の

ある生徒は，動作の困難により，取組に時間が掛か

ることが分かる。」7）と述べている。また「物事の

全体像の把握や，多くの情報を同時に処理すること

が困難であり，教科学習に影響があることが分か

る。」8）と述べている。さらに「学習内容の理解，表

現する意欲及び表現する方法に課題があることが分

かる。」9）と述べている。 

所属校の生徒においても，上肢操作の困難さに

よって文字を書いたり，教科書をめくったりするな

どの取組に時間を有することがある。また，教科書

と資料集などを同時に使用したときに，どちらを使

用して問題を解けば良いのか分からなくなることが

あり，学習に時間が掛かることが多い。さらに，普

段，休み時間などは，自分の知っていることを積極

的に話しているが，授業の話合い活動では，正しい

意見を言わないといけないという思いや経験や体験

の少なさなどから，自分の発言に自信をもてず，発

言できないことがある。 

これらのことから，肢体不自由のある生徒は学習

する上で，取組に時間を要すること，物事の全体像

を把握しにくいこと，多くの情報を同時に処理しに

くいことに困難さがあり，学習内容を理解し，表現

しにくいことがあり，主体的な学びになりにくいと

考える。 

 障害特性に応じた指導・支援について，「特総

研」及び「解説各教科等編」は，表１のように，

「困難さ」に対する指導・支援方法を示している。 

 

表１ 困難さに対する指導・支援方法 

困難さ 指導・支援方法 

動作の不

自由さが

もたらす

学習上の

困難さ 

・適切な姿勢を保持できるように，い

すや机の位置を調整する。 

・取組に時間を要することを前提に

した学習の計画を立てる。 

・動作を精選したり代替したりする。 

感覚や認

知の特性

がもたら

す学習上

の困難さ 

・文字や図の特徴について言葉で説

明を加える。 

・読み取りやすい書体を用いたり，注

視すべきところを指示したりする。 

・多数の情報が盛り込まれている資

料のうち，着目させたい情報だけを

取り出して指導する。 

経験や体

験の少な

さがもた

らす学習

上の困難

さ 

・授業に関係するイラストや写真な

ど視覚教材や具体物等を提示する

ことで，実感やイメージをもたせや

すくする。 

・自分のことや身の回りのことに関

連付けさせたり，体験の機会を設定

したりする。 

  

このことから，主体的な学びを引き出すためには，

「動作」「感覚や認知」「経験や体験」に応じた指

導・支援が必要であると考える。 
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３ 考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導 

(1) 社会科における言語活動の充実 

「教育資料」では，「『主体的な学び』を促す教

育活動として，自ら課題を見付け，課題の解決に向

けて探求的な活動をしていく『課題発見・解決学習』

を推進していく。」10）と示されている。この「課題

発見・解決学習」において求められるものとして，

「言語に関する能力の育成を重視し，各教科等にお

いて言語活動の充実を図ることが大切である。」11）

と示されている。 

また，「特総研」では，「肢体不自由のある児童

生徒においては，障害の特性に配慮して，言語活動

の充実により『表現する力』を育むことがとりわけ

肝要である」12）と示されている。 

渡辺良勝・鈴木直人（2011）は，「言語活動の充

実に関する研究」において，言語活動の充実を図る

ことは，「児童・生徒に，『思考力』，『判断力』，

『表現力』，『コミュニケーション能力』を育むこ

とができるということが分かった。」13）と述べてい

る。 

これらのことより，主体的な学びを引き出すには，

言語活動の充実を図ることが大切であり，生徒の表

現力等の育成につながると考える。 

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説総則編

（幼稚部・小学部・中学部）（平成30年）では，言

語能力について，「言葉は，児童生徒の学習活動を

支える重要な役割を果たすものであり，全ての教科

等における資質・能力の育成や学習の基盤となるも

のである。」14）と示されている。また，言語能力を

育成するためには，「全ての教科等においてそれぞ

れの特質に応じた言語活動の充実を図ることが必要

である」15）と示されている。 

「解説社会編」では，「『思考力・判断力・表現

力等』の育成に関わって，言語活動を充実させるこ

とは引き続き大切であり，必要とされている。」16）

と示されている。また，言語活動の指導に際して，

「議論などを通して互いの考えを伝え合い，自らの

考えや集団の考えを発展させることを通して『思考

力・判断力・表現力等』の育成を図ることなどの工

夫が必要である。」17）と示されている。 

「教育資料」では，言語活動の充実における目指

す児童生徒像について，「自分の考えをもち，根拠

を明確にし，自分のことばで適切に表現することが

できる児童生徒」18）という児童生徒の姿を例示し説

明されている。 

これらのことから，生徒の実態を踏まえ，次の視

点が，「考えの交流を促す言語活動の充実を図る」

ことにつながると考える。また，そのことが「主体

的な学び」を引き出すことにつながると考える。 

 

〇自分の考えを表現することができたか。 

〇話合い活動で考えを伝え合うことができたか。 

〇話合い活動で考えを発展させることができたか。 

考えの交流を促す言語活動の充実を図る視点 

 

さらに，「解説社会編」では，「これまで言語活

動の充実などの形で教科を超えて図られてきた学習

活動の改善が，引き続き『社会的な見方・考え方』

を働かせる中で，社会科ならではの『問い』として

設定され，社会的事象に関わる課題を追究したり解

決したりする活動が取り入れられることによって実

現することが求められる。」19）と示されている。 

 内藤圭太（2015）は，「単元を貫く『発問』でつ

くる中学校社会科授業モデル30」において，「授業

づくりを行う際，発問づくりは何よりも大切です。

生徒が考えたくなるような発問によって，学習課題

が導かれ，生徒が主体性をもって探求していく」20）

と述べている。 

 これらのことから，社会科における言語活動の充

実を図るためには，授業において適切な問いを設定

することで，生徒がその問いを追究したり解決した

りする活動を通して，思考し，判断し，表現する場

面を充実させる必要があると考える。 

(2) 考えの交流を促す指導 

 「教育資料」では，言語活動の充実を図る指導の

場面について，図１のように示されている。 

 

 

図１ 言語活動の充実を図る指導21） 
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「聞く」「読む」ことで情報の獲得（インプット）

を行い，「考える」ことを通して，自分の考えをも

ち，考えの根拠を明確にしたものを，「話す」「書

く」を通して，表現し，他者と「話し合う」「考え

る」ことで考えの交流を行い，考えを振り返ること

で考えを深化させ，最後に考えの発信（アウトプッ

ト）をすることが必要であると分かる。 

水野正朗（2016）は，「一方的な講義を受け身で

聞くよりも，お互いに考えを述べ合って（聴きあっ

て）学んだ方が，よりよい学びができると学習者が

心から納得することで，一人ひとりの学びへの主体

的な参加が促進される。」22）と述べている。 

富浜優子（平成22年）は，相手を意識して主体的

に話し合う力を育てる指導の工夫として，話合いに

参加するときのルールを次のように述べている。 

 

〇話している人へ視線を向ける。 

〇人の話を最後まで聞く。 

〇自分の意見を言う時は，理由を言う。 

〇人の意見を否定しない。 

話合いのルール 

 

これらのことから，一方的に聞くことよりも，学

習課題（問い）に対して，互いに考えを交流した方

が主体的な学びを引き出しやすいと考える。なお，

その際，話合いのルールを踏まえることにより，よ

り話しやすくなると考える。  

(3) 授業での「共有化」 

 村田辰明（2013）は，話合い活動を通じて，一人

の児童生徒の社会的見方・考え方のよさを全員に広

げることを「共有化」と言い，誰でも自由に話せる

雰囲気をつくることが大前提であると述べている。

また，社会的経験の少ない児童生徒も積極的に参加

できるようにするために，三つの場面を挙げ，表２

のように述べている。 

 

表２ 授業での「共有化」を図る場面 

場面 内容 

予想場面 

・事実を問う前に自由な考えを引き出すこと

ができる。 

・予想でＯＫという前提があるので，想像し

たことを表現する抵抗感を軽減させること

ができる。 

・みんなが安心して発言できる雰囲気をつく

ることができ，共有化の第一歩となる。 

価値判断

場面 

・社会的事象に対する自分なりの是非を判断

させることができる。 

・根拠（理由）がしっかりしていれば，価値判

断の幅はある程度認められる。 

・調べた事実を根拠（理由）とすれば，ある程

度自由に考えを述べることができる。 

仮定場面 

・仮の場面を設定することで，社会的事象の

当事者の立場に立たせることができる。 

・当事者の立場に立たせることで，学習への

モチベーションを上げる。 

・社会的事象の当事者の立場に立って考えさ

せることは，社会的事象の本質に迫る点か

ら大切となる。 

 

このことから，生徒が社会科の見方・考え方でお

互いの考えを深めるためには，予想場面，価値判断

場面，仮定場面を取り入れた話合いが必要であると

考える。肢体不自由のある生徒は，経験や体験の少

なさがもたらす学習上の困難さがあることから，こ

れら予想場面等が特に有効であると考える。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

 肢体不自由のある生徒に対して，考えの交流を促

す言語活動の充実を図る指導の工夫を行えば，生徒

の主体的な学びを引き出す授業となるだろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

 考えの交流を促す言語活動の充実を図る視点か

ら，仮説を検証する視点と方法について表３に示す。 

 

表３ 検証の視点と方法 

視点 方法 

自分の考えを表現することができたか。 
・アンケート 

・ワークシート 

話合い活動で考えを伝え合うことがで

きたか。 

・アンケート 

・行動観察 

話合い活動で考えを発展させることが

できたか。 

・ワークシート 

・行動観察 

 

３ アンケート結果 

 アンケートの質問について，中学校学習指導要領

（平成29年告示）解説国語編（平成30年，以下「解

説国語編」とする。）では，「根拠を明確にしなが
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ら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫する

こと。」23）と示されている。また，澤井陽介（2012）

は「『思考力・表現力』を育てる社会科の授業づく

り」において，考えたことを表現する活動の充実に

は，「『わかったこと』をまとめさせること」，「根

拠（資料など）や理由を示しながら，相手にわかる

ように表現する」ことが大切であると述べている。 

 「解説国語編」では，「伝え合う力を高める」と

は，「言語を通して正確に理解したり適切に表現し

たりする力を高めることである。」と示されている。 

また，北岡愛（2009）は，「考えたことを自分の

言葉でまとめ伝え合う力を育てる社会科の研究」に

おいて，「伝え合う力」が育っていく児童の姿とし

て，「友だちの考えを聞いたうえで，自分の考えや

思いを伝えることができる。」24）と述べている。 

 そこで，視点「自分の考えを表現することができ

たか。」「話合い活動で考えを伝え合うことができ

たか。」について，表４のとおり質問を設定する。 

 

表４ アンケートの質問事項 

視点 質問 

自
分
の
考
え

を
表
現
す
る 

①自分の考えをワークシートなどに書くことができますか。 

②自分の考えたことを，理由をつけて書くことができますか。 

③自分の考えを言うことができますか。 

④自分の考えたことを，理由をつけて言うことができますか。 

話
合
い
活
動
で
考

え
を
伝
え
合
う 

⑤人の考えを聞いて，自分の考えと比べることができますか。 

⑥人の考えについて，自分の考えや思いを伝えることができま

すか。 

⑦相手に分かりやすい言葉で，自分の考えを伝えることができ

ますか。 

 

なお，３点目の視点「話合い活動で考えを発展さ

せることができたか。」は，授業等における生徒の

記述により変容を検証する。 

〇 調査日  

時 調査日 

事前（研究授業①前） 令和元年６月20日 

中間（研究授業①後） 令和元年７月18日 

事後（研究授業②後） 令和元年12月20日 

 

〇 対象  

  所属校肢体不自由部門 中学部第２学年１組 

生徒３名（準ずる教育課程を編成している生徒Ａ・

Ｂ・Ｃ）及び教職員２名（Ｄ・Ｅ） 

〇 表題 

「社会科の学習アンケート」（生徒用） 

「社会科の学習アンケート」（教職員用） 

〇 分析の方法 

生徒及び教職員の回答を，表５のように点数化

し，研究授業前後で結果を比較し，考えの交流を

促す言語活動の充実を図る指導の工夫の効果につ

いて評価・分析する。 

 

表５ 評価点数表 

回答 点数 

当てはまる ４点 

どちらかというと当てはまる ３点 

どちらかというと当てはまらない ２点 

当てはまらない １点 

 

Ⅳ 研究授業①の実施 

 

１ 研究授業①の内容 

〇 期間 令和元年６月28日～令和元年７月10日 

〇 対象 

  所属校肢体不自由部門 中学部第２学年１組 

生徒３名 

〇 教科・単元名 社会科「武士の台頭と鎌倉幕府」 

〇 生徒の実態 

生徒 本研究に係る対象生徒の実態 

Ａ 

・適切な大きさで文字を書くことが難しい。 

・呼気が少ないことで，発語は不明瞭である。 

・話合い活動では，発語の不明瞭さにより，相手に言葉

で伝えることが困難な場合がある。 

・「分からないから，もう一度言って。」と言われると，

繰り返し相手に伝えようとする。 

・自分の考えを根拠（理由）を含めて発言することがで

きる。 

Ｂ 

・プリントの枠内に文字を書くことはできるが，突発的

な上肢の震えがあり文字が歪むことがある。 

・教科書を読む際に，行間を飛ばして読むことがある。 

・自分の考えを人に伝えることを嫌がる。 

・社会に関して，朝や夕方のニュースで話題になってい

ることを指導者に質問することがある。 

・話合い活動では，自分の興味のあることを相手に伝え

ようとすることがある。 

・相手に伝わらないと「やっぱりいいや。」「なんでも

ないです。」など，話すことを諦めることがある。 

・考えた根拠（理由）を問われた際に，答えることが難

しい。 

Ｃ 

・鉛筆を握り，プリントやノートに小さな文字で丁寧に

記述することができる。 

・自分の意見を相手に伝える際に，促されないと言葉が

出なかったり，発声が小さかったりすることがある。 

・話合い活動では，相手に自分の考えを話すことが難し

い。 

・促されて話す際に声が小さく，消極的である。 

・自分から自分の考えを言うことが少なく，自分の考え

の根拠（理由）を言うことが難しい。 
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〇 単元目標 

観点 目標 

知識・技能 

武家政治の成立について，天皇や貴族の政治
との違いに気付くことや，鎌倉時代の文化や
宗教の特色を捉えることで，古代から中世へ
の転換の様子に気付くことができ，自分の考
えをもつことができる。 

思考・判断・
表現 

鎌倉時代の特色について，政治，宗教及び
人々の暮らしなど他の時代との共通点や相違
点に着目して，学習した内容を比較したり関
連付けたりするなどして，その結果を言葉や
文字で表し，意見交換することができる。 

主体的に学
習に取り組
む態度 

課題（問い）に対して，歴史的な見方・考え
方を働かせ，その課題について，多面的・多
角的に考察・表現することができる。 

 

〇 指導計画（全６時間） 

次 学習 知 思 態 評価方法 

一 
・武士の成長 
・武士の政権の成立 

・鎌倉幕府の成立と執権政治 
◎   

行動観察 

ワークシート 

二 
・武士と民衆の生活 

・鎌倉時代の文化と宗教 
◎   

行動観察 

ワークシート 

三 
・武士の成長 
・武士の政権の成立 

 ◎  
行動観察 

ワークシート 

発言内容 

四 ・鎌倉幕府の成立と執権政治  ◎  
行動観察 

ワークシート 

発言内容 

五 
・武士と民衆の生活 

・鎌倉時代の文化と宗教 
 ◎  

行動観察 

ワークシート 

発言内容 

六 ・古代から中世への転換   ◎ 行動観察 

ワークシート 

 

２ 研究授業①の実際 

(1) 第一次・第二次 

 第一次では，武士の登場から鎌倉幕府の成立まで

の学習を行った。最初に，平安時代の天皇や貴族の

政治の既習事項の確認を行い，武士の台頭から武士

による政権ができるまでを写真やイラストなどの視

覚教材を提示し，互いに自分の考えを発表させた。

その後，自分たちが発表した言葉を基にキーワード

となる事項を確認させ，ワークシートに記入させた。 

 第二次では，武士と民衆の生活と鎌倉時代の文化

と宗教についての学習を行った。最初に，平安時代

の才能豊かな女性が多く活躍した国風文化の既習事

項の確認を行い，武士や民衆の生活の変化から，分

かりやすい鎌倉仏教が多くの民衆や武士に広がって

いったことについて写真やイラストなどの視覚教材

を提示し，互いに自分の考えを発表させた。その後，

自分たちが発表した言葉を基にキーワードとなる事

項を確認させ，ワークシートに記入させた。 

(2) 第三次・第四次・第五次 

 第三次から第五次までは，第二次までに学習した

内容を基として，発問（問い）に対する考えの交流

を促す言語活動の充実を図る学習（話合い活動）を

行った。生徒の実態に応じて，ワークシートにマス

目を広げることで，自分で記入させやすくしたり，

指導者が代筆などを行ったりした。また，生徒にイ

メージをもたせやすくするように，授業に関する写

真やイラストなどの視覚教材を提示した。さらに，

前回まで学習したキーワードについて確認し，説明

を加えて提示することで，自分の考えをもちやすく

させた。 

 第三次では，「武士は，なぜ天皇や貴族から政治

の実権を握ることができたのか。」を発問とし，自

分の意見を書かせ，話合いを行わせることで，武士

がどのように成長し，天皇や貴族から政治の実権を

握り，武士の政権を成立させるまで力をつけたこと

について考えさせた。 

第四次では，「御家人はだれのために，どのよう

な相手と戦ったのか。」を発問とし，自分の意見を書

かせ，話合いを行わせることで，鎌倉幕府の将軍と

御家人が御恩と奉公という主従関係で成り立ってい

ることや，幕府に対抗する天皇や貴族の勢力などと

戦ったことについて考えさせた。 

 第五次では，「新しい鎌倉仏教はなぜ広がったの

か。」を発問とし，自分の意見を書かせ，話合いを

行わせることで，鎌倉時代は庶民や武士の勢力が強

くなったことで，誰にでも分かりやすくて実行しや

すい新しい鎌倉仏教が広まっていったことについて

考えさせた。 

(3) 第六次 

 第六次では,本単元のまとめとして，これまで学習

してきたことを「武士の成長」「鎌倉幕府の制度」

「鎌倉時代の文化や宗教」の観点別にまとめていか

せることで，武士の台頭と鎌倉幕府について自分の

考えをもたせ，次の単元への関心を高めさせた。 

 

Ⅴ 研究授業①の結果と考察 

 

１ 自分の考えを表現すること 

(1) アンケート結果 

 対象生徒３名（Ａ・Ｂ・Ｃ）及び対象教職員２名

（Ｄ・Ｅ）の研究授業①の事前・中間のアンケート
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結果を表４の質問①～④について集計し，表６・表

７・表８に示す。 

 

表６ 生徒の自己評価によるアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計

（点） ① ② ③ ④ 

Ａ 
事前 ３ ４ ４ ４ 15 

中間 ４ ４ ４ ４ 16 

Ｂ 
事前 ３ ２ ３ １ ９ 

中間 ３ ３ ３ ２ 11 

Ｃ 
事前 ３ ２ ３ ２ 10 

中間 ４ ４ ４ ３ 15 

 

表７ 教職員Ｄの生徒に対するアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計 

（点） ① ② ③ ④ 

Ａ 
事前 ３ ３ ３ ３ 12 

中間 ３ ３ ３ ３ 12 

Ｂ 
事前 ２ １ ３ １ ７ 

中間 ３ ２ ３ ３ 11 

Ｃ 
事前 ３ ３ ３ ３ 12 

中間 ３ ３ ３ ３ 12 

 

表８ 教職員Ｅの生徒に対するアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計

（点） ① ② ③ ④ 

Ａ 
事前 ３ ３ ３ ３ 12 

中間 ３ ３ ３ ３ 12 

Ｂ 
事前 ３ ２ ３ ３ 11 

中間 ３ ２ ３ ３ 11 

Ｃ 
事前 ３ ３ ３ ３ 12 

中間 ３ ３ ３ ３ 12 

 

 表６のとおり，生徒３名の自己評価は，共に点数

が上がった。特に生徒Ｂ・Ｃに関しては，質問②「自

分の考えたことを，理由をつけて書くことができま

すか。」，質問④「自分の考えたことを，理由をつ

けて言うことができますか。」の数値が上がった。

また，表７・表８のとおり，教職員Ｄ・Ｅの他者評

価では，教職員Ｄの生徒Ｂに対する評価は上がった

が，その他は，教職員Ｄ・Ｅ共にどの生徒に対して

も，変容しなかった。 

 今回の研究授業①を通して，特に生徒Ｂ・Ｃはワー

クシートに自分の考えを書き，書いたことを言うこ

とで，自分の考えを表現できたと捉えたと考える。   

一方，教職員は，「もっとできる。」と考えてお

り，そこまでには及ばなかったと考える。 

(2) ワークシートの記述 

 対象生徒が「自分の考えを表現すること」につい

て，次のとおり表９に整理した。表の◎〇△は，そ

れぞれ「適切に表現した」「表現した」「表現でき

なかった」を表した。 

 生徒Ａは，第三・四・五次共に適切な考えを書く

ことができた。生徒Ｂは，自分の考えは書けたが適

切な考えまでは書けなかった。生徒Ｃは，第四次の

み適切な考えを書くことができた。 

 

表９ ワークシートの記述における生徒の回答 

生徒 
回答 

第三次 第四次 第五次 

Ａ ◎ ◎ ◎ 

Ｂ 〇 〇 △ 

Ｃ 〇 ◎ 〇 

 

なお，「適切な表現」として，生徒Ｃの第四次の

記述を例示した。生徒Ｃは「御家人はだれのために，

どのような相手と戦ったのか。」に対して，授業で学

んだことである，将軍と御家人が御恩と奉公という

主従関係で成り立っていることを踏まえて，「将軍

に新しい土地をもらう」ことや「生命をかけてたた

かった」ことを図２のように記述した。 

 

 
図２ 生徒Ｃの記述 

 

 生徒は，「問い」に対する時代背景のイメージを

もつことが難しく，意見はもてたものの適切な考え

までには至らず，考えが深まらなかったと考える。 

 

２ 話合い活動で考えを伝え合うこと 

(1) アンケート結果 

対象生徒及び対象教職員の研究授業①の事前・中

間のアンケート結果を表４の質問⑤～⑦について集

計し，表10・表11・表12に示す。 



- 8 - 

表10 生徒の自己評価によるアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計 

（点） ⑤ ⑥ ⑦ 

Ａ 
事前 ４ ３ ４ 11 

中間 ３ ４ ４ 11 

Ｂ 
事前 ３ ３ ２ ８ 

中間 ４ ３ ２ ９ 

Ｃ 
事前 ４ ３ ２ ９ 

中間 ３ ２ １ ６ 

 

表11 教職員Ｄの生徒に対するアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計 

（点） ⑤ ⑥ ⑦ 

Ａ 
事前 ２ ２ ２ ６ 

中間 ３ ３ ３ ９ 

Ｂ 
事前 １ １ １ ３ 

中間 ２ ２ ２ ６ 

Ｃ 
事前 ２ ２ ２ ６ 

中間 ３ ２ ２ ７ 

 

表12 教職員Ｅの生徒に対するアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計 

（点） ⑤ ⑥ ⑦ 

Ａ 
事前 ３ ３ ２ ８ 

中間 ３ ３ ２ ８ 

Ｂ 
事前 ２ ２ ２ ６ 

中間 ２ ２ ２ ６ 

Ｃ 
事前 ３ ３ ２ ８ 

中間 ３ ３ ２ ８ 

  

 表10のとおり，生徒Ｂは項目⑤が１点上がったが，

生徒Ｃにおいては，３項目とも下がった。また，表

11・表12の教職員Ｄ・Ｅの他者評価では，教職員Ｄ

の生徒に対する評価は３名共に上がったが，教職員

Ｅはどの生徒に対しても，変容しなかった。 

 生徒は，研究授業①を通して，自分の考えはもつ

ことができたが，その考えを話合い活動で伝え合う

ことに対して，意識が高まらなかったと考える。こ

れは，授業の「問い」に関係する社会的事象が生徒

の生活経験や既有知識等と関連付いていなかったこ

とや，話合いの時間の十分な確保ができなかったこ

とが課題であると考える。 

(2) 行動観察での様子 

対象生徒の「話合い活動で考えを伝え合うこと」

に対する研究授業①での様子を，表13に示す。 

 

表13 生徒の研究授業①での様子 

生徒 研究授業①の様子 

Ａ 

・話合いのときに，率先して自分の考えを言うこ
とができた。 

・友だちの考えを聞いて，自分の考えと比較する
ことができた。 

Ｂ 

・話合いのときに指導者や友だちに自分の言葉が
伝わらないと，「やっぱりいいです。」「分か
りません。」など，自分の考えを言うのを諦め
る場面があった。 

・友だちの方に視線を向けて，話を聞くことはで
きていたが，内容を理解することが難しかっ
た。 

Ｃ 

・自分の考えを言うときに声が小さく，指導者や
友だちに伝わらない場面があった。 

・友だちの考えを聞こうとしていたが，自分の考
えをまとめて発表することに意識が傾き過ぎて
いた。 

 

 生徒Ａは，相手の考えと比較するなど，伝え合う

ことができていたが，生徒Ｂ・生徒Ｃは難しかった。 

 話し合う視点を明確にするなど，「問い」の仕方

等に工夫が必要であると考える。 

 

３ 話合い活動で考えを発展させること 

(1) ワークシートの記述 

対象生徒が「話合い活動で考えを発展させること」

ことについて，次のとおり表14に整理した。 

生徒Ａは，第四・五次で友だちの考えを聞き，考

えを発展させることができた。生徒Ｂは，第三・四・

五次共に考えを発展させることができなかった。生

徒Ｃは，第五次で考えを発展させることができた。 

 

表14 ワークシートの記述における生徒の回答 

生徒 
回答 

第三次 第四次 第五次 

Ａ △ ◎ ◎ 

Ｂ △ △ △ 

Ｃ △ △ ◎ 

 

なお，「考えを発展させた」の例として，生徒Ａ

の第五次を取り上げる。生徒Ａは，最初，鎌倉仏教

が広まった理由を教えが分かりやすかったからだ

と考えていたが，話合い活動を通して，友だちの意

見を聞き，当時の武士や農民の心のよりどころと

なったことを付け加えて，「武士の心のよりどころ」

と「分かりやすく信仰しやすかった」ことを図３の

ように記述している。 
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図３ 生徒Ａの記述 

 

予想場面，価値判断場面及び仮定場面を取り入れ

た話合い活動をさらに徹底する必要があると考え

る。 

(2) 行動観察での様子 

対象生徒の「話合い活動で考えを発展させるこ

と」に対する研究授業①での様子を，表15に示す。 

 

表15 生徒の研究授業①での様子 

生徒 研究授業①の様子 

Ａ 
友だちの考えを聞いて，その考えを自分の考えに取り

入れ，まとめを考えることができた。 

Ｂ 

話合いの後に，自分の考えのまとめを書く場面で，ホワ

イトボードや教科書にキーワード等が書いてあって

も，書くことに時間が掛かったり，何を書けば良いのか

分からなくなったりしていた。 

Ｃ 
話合いを行い，友だちの考えを聞くことができたが，自

分の考えと比較して記述することは難しかった。 

  

生徒Ａは，考えを発展させることができたが，生

徒Ｂ・生徒Ｃは難しかった。 

生徒同士の参加度や理解度に差があり，伝え合う

段階で課題があると考える。 

 

Ⅵ 研究授業①に係る成果と課題 

 

１ 研究授業①に係る成果と課題 

研究授業①において，生徒Ａは自分の考えをもち，

伝え合うことで，考えを発展させることができた。

生徒Ｂと生徒Ｃは自分の考えをもつことはできた

が，考えを伝え合ったり，考えを発展させたりする

ことは難しかった。このことは次の２点に課題が

あったと考える。 

１点目は，生徒は１時間ごとの「問い」について，

自分の考えをもつことはできたが，「問い」が単元

など内容や時間のまとまりを見通したものになって

いなかったため，学んだことが次の授業につながっ

ていると感じておらず，前時を踏まえた話合いとし

て深まらなかった点である。 

２点目は，生徒同士の参加度や理解度に差があり，

授業の中で自分の考えが個人内でとどまってしま

い，授業での「共有化」を図ることまで至らなかっ

た点である。 

これらの課題に対して，研究授業②では，次のよ

うに改善を行っていく。 

 

２ 研究授業②に向けた改善 

(1) 単元の展開の工夫 

村田（2019）は，「子ども自らが，モチベーショ

ンを維持しながら，授業や単元に臨めるようにする

には，『展開の構造化』が有効である。」25）と述べ

ている。「展開の構造化」とは，展開をブロック化

し，ある程度パターン化することであり，展開が構

造化されることで，児童生徒は問題解決のゴールは

どこなのか，次は何をするのかが分かるので，見通

しをもって安心して学習に臨むことができる。また，

展開の構造化において，キーとなるのは「問い」で

あり，単元など内容や時間のまとまりを見通した「問

い」を設定する必要がある。さらに，授業の中での

「問い」を生徒の生活経験や既有知識と結び付ける

ことで，関心を引き出すことができる。 

このことから，生徒に見通しをもたせ，安心して

学習に臨ませ，展開の構造化を意識して「問い」を

設定し，話合い活動を設定することで，考えの交流

を促す言語活動の充実を図る指導を実施することが

できると考える。 

また，このことは，経験や体験の少なさがもたら

す学習上の困難さがある，肢体不自由のある生徒に

とっても有効であると考える。 

(2) 「授業のユニバーサルデザイン化モデル」 

授業において，全員参加，全員理解を促す方法と

して，日本授業ＵＤ学会（2012）が提唱している「授

業のユニバーサルデザイン化モデル」の考えを取り

入れる。 

「授業のユニバーサルデザイン化モデル」とは，

多様性に応じた包括的な授業設計のことである。方

法には，問いや内容や活動を絞り込む「焦点化」，

資料を加工したり生徒の思考を見える化したり効果

的に視覚的情報を用いる「視覚化」などを行って授

業を展開していくことなどがある。これらのことは，

話合い活動がより活発化し，生徒同士の参加度や理

解度の差に対して有効であり，授業での生徒同士の

「共有化」を図ることができると考える。 

これら，２点の改善点を踏まえ，研究授業②を実

施していくこととする。 
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Ⅶ 研究授業②の実施 

 

１ 研究授業②の内容 

〇 期間 令和元年12月２日～令和元年12月17日 

〇 対象 

  所属校肢体不自由部門 中学部第２学年１組 

生徒３名 

〇 教科・単元名 社会科「開国と近代日本の歩み」 

〇 対象生徒の様子 

生徒 研究授業①での対象生徒の様子 

Ａ 

武士の台頭から武士の活躍によって，天皇や貴族
を中心とした政治体制が崩壊し，武士を中心とし
た中世社会に移行するという歴史的転換期を,背
景にある社会的事象のつながりを踏まえ，自分の
考えをもつことができた。 

Ｂ 

天皇や貴族を中心とした政治体制が崩壊し，武士
を中心とした中世社会に移行するという歴史的転
換期について，鎌倉幕府の成立など分かりやすい
社会的事象について自分の考えをもつことはでき
たが，背景にある社会的事象のつながりを踏まえ
て自分の考えをもつことは難しかった。 

Ｃ 

武士の台頭から，武士の活躍によって天皇や貴族
を中心とした政治体制が崩壊し，武士を中心とし
た中世社会に移行するという歴史的転換期を,背
景にある社会的事象のつながりを踏まえ，自分の
考えをもつことができた。 

 

〇 単元目標 

観点 目標 

知識・技能 

・欧米諸国における産業革命や市民革命，ア
ジア諸国の動きなどを基に，欧米諸国が近
代社会を成立させてアジアへ進出したこと
を理解している。 

・幕府が対外政策を転換して開国したこと
が，その政治的及び社会的な影響を踏ま
え，それが明治維新の動きを生み出したこ
とに気付いている。 

思考・判断・
表現 

日本の近代の特色について，他の時代や他の
地域との共通点や相違点に着目して，学習し
た内容を比較したり関連付けたりして，その
結果を言葉や文字で表し，意見交換してい
る。 

主体的に学
習に取り組
む態度 

欧米諸国の近代化や日本の開国についての発
問（問い）に対して，歴史的な見方・考え方
を働かせて，答える活動に意欲的に取り組
み，次の単元（日本の急速な近代化を進める
こととなる明治維新）への関心を高めてい
る。 

 

〇 指導計画（全９時間） 

次 学習 知 思 態 評価方法 

一 
単元を通しての問い「なぜア
メリカからペリーがやって

来たのか？」の確認と予想 

 ◎ 〇 行動観察 

二 
近代革命の時代【イギリス革
命とアメリカの独立】 

◎ 〇  
行動観察 

ワークシー
ト 

三 
近代革命の時代【フランス革
命とナポレオン】 

〇 ◎  
行動観察 
ワークシー

ト 

四 
産業革命と 19世紀のヨー
ロッパ 

〇 ◎  
行動観察 
ワークシー

ト 

五 ロシアとアメリカの発展 ◎   
行動観察 

ワークシー
ト 

六 ヨーロッパのアジア侵略  ◎  

行動観察 

ワークシー
ト 

七 開国と不平等条約  ◎ 〇 
行動観察 
ワークシー
ト 

八 尊王攘夷運動と開国の影響 〇  ◎  

九 江戸幕府の滅亡 〇  ◎  

※ 単元の第八次・第九次については，本研究に含め

ないものとする。 

 

２ 研究授業②の実際 

(1) 第一次 

 第一次では，単元を通しての問い，「なぜ，アメ

リカからペリーがやって来たのか？」について，い

ろいろな原因を考えさせる予想場面を設定した。 

黒船来航のイラストなどから，当時の日本とアメ

リカの違いを表にまとめさせることで，その違い（船

の大きさや蒸気機関を使っていることなど）をイ

メージさせ，気付かせた。 

(2) 第二次 

 第二次では「イギリス革命はなぜ起こったのか？」

について，自分が当時のイギリス議会の議員の立場

だったらどうするかという仮定場面を設定した。 

当時のイギリスの議会制度について，決まりと，

実際に行われていたことを表にまとめ視覚化し，比

較させることで，自分が，今，不満に感じたことを

当時の議員の人たちも同様に考えていたことに気付

かせた。 

(3) 第三次 

 第三次では「ナポレオンは英雄か？支配者か？」

について，既有知識や教科書の記述から自分なりの

根拠（理由）をもって，どちらかを選ぶ価値判断場

面を設定した。 

教科書にある白馬に乗ったナポレオンのイラスト

を見せ，第一印象でナポレオンは英雄か，支配者か

を選ばせ，理由を尋ねた。次にナポレオンが行った

ことを，フランスから見た点と他の国から見た点と

いう二つの視点で表にまとめて視覚化し，比較させ

た。 
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(4) 第四次 

第四次では「ものを安く作る方法は？」について，

予想場面を設定した。 

導入では，100円均一などで購入した複数の製品を

用いて，ものの値段を予想させた。自分たちの予想

を基に，教科書の記述からイギリスで産業革命が起

こったことにより，機械を使って大量生産が可能に

なったことに気付かせた。また，大量に作った製品

を売るためには，国内だけでなく他の国へ行って積

極的に貿易をして売らないといけないことに気付か

せた。 

(5) 第五次 

 第五次では「なぜ，アメリカの南北戦争は起こっ

たのか？」について，当時のアメリカの南北の州が

経済の仕組みや考え方が違うことから戦争に発展し

ていったことに気付かせた。 

当時の南部の人（架空）を登場させ，大規模な綿

花栽培には奴隷制が必要だったことの訴えから，生

徒に当時のアメリカの経済の仕組みや考え方を理解

しやすくさせた。また，その違いを表にまとめるこ

とで，視覚化し比較させた。 

(6) 第六次 

 第六次では「産業革命はアジア諸国にどのような

影響を与えたのか？」について，イギリス（本国）

と中国，インドの当時の人口を比較させることで，

戦ったらどちらが有利なのかを，価値判断場面とし

て設定し話合いを行わせた。 

当時のインド,中国（清）及びイギリスの人口の違

いが分かるよう表を用いて視覚化し，比較させた。

また，教科書を使って産業革命前後で欧米諸国とア

ジアの大国との関係が変わったことを確認させるこ

とで，自分たちが話し合ったことが正しかったこと

に気付かせた。 

(7) 第七次 

 第七次では「なぜ，アメリカからペリーがやって

来たのか？」について，これまでの単元の授業を通

して，学んだ既有知識を踏まえ，自分たちの考えを

話し合わせた。ペリーが浦賀に来航し，日米和親条

約を結んだことで日本が開国したという一つの事象

を，欧米諸国の近代化・産業革命，近隣アジアの情

勢，日本国内の情勢など多面的・多角的に捉えさせ，

考えをまとめさせた。 

 

Ⅷ 研究授業②の結果と考察 

 

１ 自分の考えを表現すること 

(1) アンケート結果 

 対象生徒３名（Ａ・Ｂ・Ｃ）及び対象教職員２名

（Ｄ・Ｅ）の事前・中間・事後のアンケート結果を

表４の質問①～④について集計した。対象生徒の結

果を表16に，対象教職員の結果を表17・表18に示す。 

 

表16 生徒の自己評価によるアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計

（点） ① ② ③ ④ 

Ａ 

事前 ３ ４ ４ ４ 15 

中間 ４ ４ ４ ４ 16 

事後 ４ ４ ４ ４ 16 

Ｂ 

事前 ３ ２ ３ １ ９ 

中間 ３ ３ ３ ２ 11 

事後 ３ ３ ３ ２ 11 

Ｃ 

事前 ３ ２ ３ ２ 10 

中間 ４ ４ ４ ３ 15 

事後 ３ ４ ４ ４ 15 

 

表17 教職員Ｄの生徒に対するアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計

（点） ① ② ③ ④ 

Ａ 

事前 ３ ３ ３ ３ 12 

中間 ３ ３ ３ ３ 12 

事後 ４ ４ ４ ３ 15 

Ｂ 

事前 ２ １ ３ １ ７ 

中間 ３ ２ ３ ３ 11 

事後 ４ ３ ４ ３ 14 

Ｃ 

事前 ３ ３ ３ ３ 12 

中間 ３ ３ ３ ３ 12 

事後 ４ ３ ３ ３ 13 

 

表18 教職員Ｅの生徒に対するアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計

（点） ① ② ③ ④ 

Ａ 

事前 ３ ３ ３ ３ 12 

中間 ３ ３ ３ ３ 12 

事後 ４ ３ ４ ３ 14 

Ｂ 

事前 ３ ２ ３ ３ 11 

中間 ３ ２ ３ ３ 11 

事後 ４ ３ ３ ３ 13 

Ｃ 

事前 ３ ３ ３ ３ 12 

中間 ３ ３ ３ ３ 12 

事後 ４ ３ ３ ３ 13 
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 表16のとおり，生徒３名の自己評価は中間と事後

で変化はなかった。しかし，表17・表18のとおり，

教職員Ｄ・Ｅの他者評価では，どちらとも中間より

事後の評価が高まった。これらの理由を教職員Ｄに

聞き取りしたところ，生徒たちが普段から自分の考

えを言う場面や理由を述べることが増えたと感じて

いると回答があった。 

 研究授業①②を通して，生徒は自分が意見をもて

たことに自信をもち，自分の考えを表現でき，教職

員も生徒たちに変化があったことを実感したと考え

る。 

(2) ワークシートの記述 

 対象生徒が「自分の考えを表現すること」につい

て，次のとおり表19に整理した。 

生徒Ａは，第二・四・七次共に適切な考えを回答

することができた。生徒Ｂ・Ｃは，第二・四次で適

切な考えを書くことができた。 

 

表19 ワークシートの記述における生徒の回答 

生徒 
回答 

第二次 第四次 第七次 

Ａ ◎ ◎ ◎ 

Ｂ 〇 ◎ ◎ 

Ｃ 〇 ◎ ◎ 

 

なお，「適切な表現」として，生徒Ｃの第四次の

記述を例示した。生徒Ｃは「ものを安く作る方法

は？」に対して，イギリスで産業革命が起こったこ

とにより，機械を使って大量生産が可能になったこ

と，さらに自由に競争してものを生産していく中で，

資本主義という考え方が生まれたことを，図４のよ

うに記述した。 

図４ 生徒Ｃの記述 

   

研究授業②を通して，生徒は自分の考えを適切に

書くために，自分が考えたことに理由をつけて，記

述しようとする意識が高まったと考える。 

２ 話合い活動で考えを伝え合うこと 

(1) アンケート結果 

対象生徒及び対象教職員の事前・中間・事後のア

ンケート結果を表４の質問⑤～⑦について集計し，

表20・表21・表22に示す。 

 

表20 生徒の自己評価によるアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計 

（点） ⑤ ⑥ ⑦ 

Ａ 

事前 ４ ３ ４ 11 

中間 ３ ４ ４ 11 

事後 ４ ４ ４ 12 

Ｂ 

事前 ３ ３ ２ ８ 

中間 ４ ３ ２ ９ 

事後 ４ ３ ３ 10 

Ｃ 

事前 ４ ３ ２ ９ 

中間 ３ ２ １ ６ 

事後 ４ ３ ２ ９ 

 

表21 教職員Ｄの生徒に対するアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計 

（点） ⑤ ⑥ ⑦ 

Ａ 

事前 ２ ２ ２ ６ 

中間 ３ ３ ３ ９ 

事後 ４ ４ ３ 11 

Ｂ 

事前 １ １ １ ３ 

中間 ２ ２ ２ ６ 

事後 ３ ３ ３ ９ 

Ｃ 

事前 ２ ２ ２ ６ 

中間 ３ ２ ２ ７ 

事後 ４ ３ ３ 10 

 

表22 教職員Ｅの生徒に対するアンケート結果 

生徒 指導前後 
質問 合計 

（点） ⑤ ⑥ ⑦ 

Ａ 

事前 ３ ３ ２ ８ 

中間 ３ ３ ２ ８ 

事後 ４ ３ ３ 10 

Ｂ 

事前 ２ ２ ２ ６ 

中間 ２ ２ ２ ６ 

事後 ３ ３ ２ ８ 

Ｃ 

事前 ３ ３ ２ ８ 

中間 ３ ３ ２ ８ 

事後 ３ ３ ３ ９ 
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 表23のとおり，どの生徒も自己評価が上がった。

また，表24・表25のとおり，対象教職員の評価が上

がった。教職員Ｅに聞き取りしたところ，「話合い

の際に，問いや内容や活動が焦点化されたことで，

自分の意見や考えを伝え合う場面が増えているか

ら。」と回答があった。 

 研究授業②を通して，自分の考えをもち，その考

えを話合い活動で伝え合うことに対して，前回より

授業や問いの内容が焦点化されたことで，自分の意

見を相手に伝えようとする意識と相手の考えを聞こ

うとする意識が高まったと考える。 

(2) 行動観察での様子 

対象生徒の「話合い活動で考えを伝え合うこと」

に対する研究授業②での様子を表23に示す。 

 

表23 生徒の研究授業②での様子 

生徒 様子 

Ａ 

・第一次では，ペリー来航のイラストを基に，「ア

メリカの船は大きくて，煙突もあり，石炭で動い

ているけど,日本の船は小さくて弱そう。」など発

言した。 

・友だちの考えを聞いて，自分の考えと比較し，さ

らに友だちに問うことができた。 

Ｂ 

・第二次では，当時のイギリス議会の立場だったら

と仮定した話合いの場面で，「自分だったら反乱

を起こし国王を追放する。」と発言した。 

・友だちの方に視線を向けて，話を聞くことがで

き，自分の考えと比較しようとしていた。 

Ｃ 

・第六次では，イギリスがインドを植民地化したこ

とに関して，「イギリスは産業革命を遂げたこと

で，強力な武器を大量に作ることができたから強

くなった。」など発言した。 

・友だちの考えを聞いて，自分の考えをまとめ，そ

のことを友だちに対して発言することができた。 

  

研究授業②において，対象生徒３名共に，自分の

考えを伝えたり，相手の意見を聞いたり，さらに伝

えたりするやり取りの場面があった。また，単元が

構造化されたことで，生徒は問題解決のゴールが分

かり，授業ごとに，本時の「問い」とともに，単元

など内容や時間のまとまりを見通した「問い」を関

連付けて考え，発言する場面が見られた。さらに，

問いの内容や活動を焦点化し，資料を視覚化したこ

とで，生徒は何について自分の考えを言えば良いの

か明確となり，話合いが促進された。 

このことは，研究授業②に向けた改善として行っ

た「単元の展開の工夫」と「授業のユニバーサルデ

ザイン化モデル」を踏まえた取組が，話合い活動で

考えを伝え合うことに対して効果的であったと考え

る。 

３ 話合い活動で考えを発展させること 

(1) ワークシートの記述 

対象生徒が「話合い活動で考えを発展させること」

について，次のとおり表24に整理した。 

生徒Ａ・Ｃは第二・四・七次共に考えを発展させ

ることができた。生徒Ｂは，第二次では難しかった

が，第四・七次では考えを発展させることができた。 

 

表24 ワークシートの記述における生徒の回答 

生徒 
回答 

第二次 第四次 第七次 

Ａ ◎ ◎ ◎ 

Ｂ △ ◎ ◎ 

Ｃ ◎ ◎ ◎ 

 

なお，「考えを発展させた」の例として，生徒Ｂ

の第七次を取り上げる。生徒Ｂは「なぜアメリカか

らペリーがやって来たのか？」に対して，最初は，

ペリーは仲良くするために日本に来たと考えていた

ものが，授業での話合い活動を通して，ペリーが浦

賀に来航し，日米和親条約を結んだことで日本が開

国したという一つの事象を，欧米諸国で産業革命が

起こったことが背景にあると捉え，考えを発展させ

ることができ，「産業革命が起こったので，ものを

売りに来たと思う」と図５のように記述している。 

 

 

図５ 生徒Ｂの記述 

 

研究授業②において，対象生徒３名共に，話合い

活動を通して，友だちの考えを聞くことで，自分の

考えに取り入れたり，考えを見直したりして，ワー

クシートに記述することができた。 

このことは，友だちの考えを聞いて，自分の考え

を発展させようとする意識が高まったと考える。 

(2) 行動観察での様子 

対象生徒の「話合い活動で考えを発展させること」

に対する研究授業②での様子を表25に示す。 
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表25 生徒の研究授業②での様子 

生徒 様子 

Ａ 

・第三次では，最初ナポレオンを英雄だと考えていた

が，話合いを通して，「友だちの意見を聞いて,考え

が変わって支配者だと思う。」と発言した。 

・友だちの考えを聞いて，その考えを自分の考えに取

り入れ，まとめを考えることができた。 

Ｂ 

・ペリーが来航したことについて，第一次では，「日

本と仲良くしたかった。」と発言していたが，第七

次の，話合い後，友だちの意見を参考にして,「産業

革命が起きたことで，アメリカでものがたくさん作

れるようになったので日本と貿易を行いたかった

から。」と発言していた。 

・ホワイトボードに書いてある，友だちの考えや教科

書のキーワードを基にして，自分の考えを書ける場

面があった。 

Ｃ 

・第四次では，「ものを安く作る方法は？」の問いを

予想する場面で，友だちの「大量生産することで安

く作れる。」という意見を手掛かりに，「大量に作っ

たものは，国内だけでなく国外にも売るから積極的

に貿易を行った。」と発言した。 

・話合いを行い，友だちの考えを聞くことができた。

その後，自分の考えを見直す場面が見られた。 

  

研究授業②において，対象生徒３名共に，友だち

の考えを聞くことで，自分の考えに取り入れ，考え

を見直し，考えを発展させる場面が見られた。 

話合い活動で考えを伝え合う場面が増えたこと

で，話合い活動が活発化し，生徒の社会的見方・考

え方のよさを全員に共有することができたと考え

る。 

 

Ⅸ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

〇 考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導の

工夫を行えば，肢体不自由のある生徒の主体的な

学びを引き出すことができることが分かった。 

〇 肢体不自由の障害特性を踏まえた上で，予想場

面等を取り入れ，本時の適切な「問い」を設定し

話合い活動を充実させていくことや，「授業のユ

ニバーサルデザイン化モデル」の考えを取り入れ

た共有化，焦点化，視覚化などが有効であること

が分かった。 

 

２ 研究の課題 

〇 今回は社会科の授業においてのみ，考えの交流

を促す言語活動の充実を図る指導の工夫を行った

が，他教科等での授業実践を行うことで，さらに

汎用性を高める必要があると考える。 

〇 肢体不自由のある生徒に対する，「授業のユニ

バーサルデザイン化モデル」の考えを取り入れた

授業づくりの有効性を，継続して検証していく必

要がある。 
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